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Ⅴ．特記事項 

 

1．種智院大学のシンボル 

マンダラ広場の仏像等 

種智院大学の校舎はマンダラをモチーフとしており、吹き抜けの中庭にはマンダラ広場

がある。本館棟の屋上四隅を青・黄・赤・緑色に塗り分け、密教のシンボルカラーを表し、

同時に仏法を護持する四天王も表現している。 

マンダラ広場の修行大師像（正面）は、村主学長の「大学の正門から入ったとき、すぐ

に大学のシンボル的なものが設置できないか」との思いから建立された。それを受け、平

成 23年に寄贈されたものである。不動明王像（右側）は、そのころ学内でも交通事故等が

頻繁に発生しており、それを静めるためにとの学長の思いから、平成 24 年に建立された。 

その後、仏像が二体では、いま一つバランスが悪いのではないかとの学生等の中から意

見が出て、聖観音像（左側）が不動明王像と対称になる場所に、平成 24 年に有志の寄付を

集めて安置されたものである。 

また宝篋印塔（ホウキョウイントウ、写真右手・開眼法要の様子）は、中国密宗主宰者

鄭賦（テイブ、僧名智廣）師が、百基の造塔を企画し、その一環として大学にも建立させ

てほしいと学長に依頼し、令和元年に造立されたものである。 

これらは、いずれも大学の外部からも見える宗教的なシンボルとして丁重に扱われ、ま

た登校・退出時に手を合わせる学生なども多く、本学の宗教的環境作りに貢献している。 

 

 

 

2．京都市避難所指定 

本学が位置する京都市伏見区向島は、宇治川が氾濫した場合、3ｍ程度の浸水が想定され

る地域に指定されている（京都市水害ハザードマップ）。特に、近年は台風の大型化や水災

害等の自然災害による被害が多発しているため避難施設の確保が必要である。 

本学は、京都市より災害時の避難施設の指定を受け、京都市伏見区より水災害時の緊急

避難場所に指定されている。また、一般の避難所では避難生活が困難な要配慮者（高齢者・

障害のある方・妊産婦等）が避難する施設である福祉避難所の一つである妊産婦等福祉避

難所としても協定を結んでいる。 

小規模な校地・校舎であるが、本館棟・体育館棟は耐震構造でもあり、災害時の地域避

難所として貢献したい。 


